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を用いた馬の核医学検査における人間の外部被曝線量評価（その２）
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を用いた馬の骨シンチレーション検査は、欧米をはじめアジアの一部でも広く行われている。
この検査法は馬の運動器疾患の診断法として非常に有用であり、日本では未だ行われていないが、今後
は法整備に伴い実施されるようになると考えられる。そこで獣医診療における の安全利用の基礎デ
ータとするため、馬の核医学検査時の人間の外部被曝線量を を用いてシミュレーション計算し、
米国テネシー大学で と の 種類の放射性薬剤を投与した馬の実測値と比較検討
を行った。

馬の全身（体重 ）の数学ファントムを
作成した。馬の体重は成長を終えたサラブレッ
ドを想定し、その平均値を参考にした。各臓器
の大きさは体重と文献値から算出し、組織の元
素組成や密度は人間のデータを用いた。また馬
ファントムに組み込んだ臓器は、心臓、肺、肝
臓、腎臓、膀胱、筋肉（水等価物質）、骨の７種
類である。検出領域は空気とし、そこを通過す
る光子のエネルギーとそのフルエンスから、換
算係数を用いて実効線量を求めた。 の投与
量は実際に投与されるより多めに丸めた
（ ）とした。続いて を用い

て、投与直後からの馬の周囲の空間線量率を、
馬の頭部、胸部、腹部（膀胱付近）の各 、 、 について求めた。
の馬の体内分布は投与後の時間経過によって異なるため、各臓器における体内分布のパターン

を大きく 種類に分け、それぞれの時間を、投与直後の心肺への分布時間帯（ 分～ 分）、全身の臓
器への分布時間帯（ 分～ 時間）、骨等への分布時間帯（ 時間後以降）とした。さらに、排尿の有
無による空間線量率の違いについても検討した。このようにして で求めた空間線量率と実測値と
を比較した。また、馬を退院させた後、放射能がなくなるまでの馬の体表面と の位置での積算被曝
線量の計算を行った。

で求めた空間線量率とテネシー大学での実測値は、個体差はあるもののどれも近い値となった。
投与 時間までは実測値のばらつきが大きくなったが、これは投与後の各個体の体内分布に個体差があ
るためだと考えられる。しかし、どの個体においても、投与してからしばらくは胸部の空間線量率が最
も高く、しだいに全体的に均一な線量率となっていくことが確認された。つまり獣医師や厩務員は、投
与直後には胸部の線量が高いことに留意して作業を行う必要がある。
投与後、半日以上経過した時間帯については、シミュレーション計算値と実測値はほぼ同じ値となっ
た。投与 時間以降には、馬は少なくとも一度排尿していると考えられるが、すべての実測値は排尿あ
りの計算値に近くなった。
空間線量率のシミュレーションの結果、投与 時間後における馬の体表面の最大線量率は約 、
離れると となった。投与 時間後に退院させ、それ以降 原子核が１以下となるま

での間、馬の体表面に密着し続けたと仮定した場合の最大の被曝線量は で、 勧告の一般
公衆の年線量限度 の約 となった。さらに、 離れると被曝線量はその 程度にまで
低下することがわかった。これらのことから、管理区域からの退出を放射性薬剤投与後 時間として
も、馬からの周囲への被曝の影響はほとんどないと考えられる。
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